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小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
各
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。第

23
回
米
作
文
・
大
和
で
採
れ
た

野
菜
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

大
和
市
地
場
農
産
物
消
費
拡
大
推
進
協

議
会
は
、
地
元
で
作
ら
れ
た
米
や
野
菜
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
立
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
４
１
２
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
者（
敬
称
略
）

市
長
賞
▼「
大
和
で
採
れ
た
野
菜
」柏
木
康こ

う

生せ
い（
桜
丘
小
6
年
）

優
秀
賞
▼「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
つ
く
る
や

さ
い
」海
老
原
快
斗（
北
大
和
小
1
年
）、

「
お
父
さ
ん
が
つ
く
る
や
さ
い
」木
下
み

の
り（
大
和
小
3
年
）、「
と
れ
た
て
や
さ

い
は
お
い
し
い
よ
」伊
澤
優ゆ

づ

き月（
草
柳
小

2
年
）。

第
10
回
大
和
市
水
田
看
板

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
は
、
食
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
水
田
環

登川翔陽さんの作品橘サラさんの作品

低
学
年
部
門
最
優
秀
賞

高
学
年
部
門
最
優
秀
賞

境
の
役
割
や
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
の
看

板
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
市
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
か
ら
募
集
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
72
点
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
最
優
秀
賞
作
品
は
、
看
板
に
し
て
市
内

の
水
田
に
掲
示
し
ま
す
。

入
賞
者（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
▼「
四
季
の
美
し
い
風
景　

水

田
」佐
藤
遙は

る
ひ日（
草
柳
小
６
年
）

優
秀
賞
▼「
田
ん
ぼ
は
み
ん
な
の
大
切
な
場

し
ょ
」星
和
磨（
大
和
小
２
年
）、「
大
切

に
し
よ
う
大
和
の
水
田
」後
藤
剛こ

う

き輝（
林

間
小
４
年
）、「
み
ん
な
で
守
ろ
う
こ
の

景
色
」栗
本
一
輝（
林
間
小
6
年
）。

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
は
、
環
境
意
識
の
普
及
啓
発
の
た
め
、

市
内
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
１
，
５
０
３
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

※
最
優
秀
賞
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
に
し
て

市
内
公
共
施
設
な
ど
に
掲
示
し
ま
す
。

入
賞
者（
敬
称
略
）

●
低
学
年
部
門（
小
学
１
〜
３
年
生
）

最
優
秀
賞
▼
登
川
翔し

ょ
う
よ
う陽（
南
林
間
小
3
年
）

優
秀
賞
▼
宮
下
奈
（々
下
福
田
小
3
年
）、

横
山
紗さ

わ羽（
草
柳
小
３
年
）、
吉
田
小こ

す

み純

（
大
野
原
小
3
年
）、
鈴
木
遙は

る
か（
福
田
小
1

年
）、
山
田
悠ゆ

う

ま

洋
馬（
引
地
台
小
1
年
）。

●
高
学
年
部
門（
小
学
４
〜
６
年
生
）

最
優
秀
賞
▼
橘
サ
ラ（
大
和
東
小
5
年
）

優
秀
賞
▼
岩
﨑
和
花
菜（
引
地
台
小
5
年
）、

林
美
希（
林
間
小
5
年
）、
早
見
達
也（
北

大
和
小
5
年
）、
柳
田
ふ
ら
野（
中
央
林

間
小
5
年
）、
小
倉
さ
つ
き（
大
和
小
5

年
）。

佐藤遙日さんの作品

最
優
秀
賞

第
８
回
大
和
市
子
ど
も

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に「
第
８
回
大
和
市
子
ど
も

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
７
，
１
８
１
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
16
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

入
賞
者（
敬
称
略
）

市
長
賞
▼
橋
上
結ゆ

い（
鶴
間
中
１
年
）

教
育
長
賞
▼
岡
部
龍
斗（
渋
谷
小
３
年
）

優
秀
賞
・
小
学
校
低
学
年
の
部
▼
平
梨り

お央

（
緑
野
小
１
年
）、
篠
崎
那
菜（
文
ヶ
岡
小

２
年
）、
岡
部
千ち

さ咲（
渋
谷
小
１
年
）、
北き

た

上か
み

愛ま
な
と翔（
大
野
原
小
１
年
）

優
秀
賞
・
小
学
校
中
学
年
の
部
▼
大
野
佑ゆ

恵え

（
西
鶴
間
小
３
年
）、
中
尾
紅く

れ
は葉（
下
福

田
小
４
年
）、
板
橋
雅
也（
福
田
小
４
年
）

優
秀
賞
・
小
学
校
高
学
年
の
部
▼
三み

と

め留

萌も

も

ね

々
音（
西
鶴
間
小
６
年
）、
星
晴
菜（
福

田
小
６
年
）、北き

た
し
ろ城
沙さ

ら良（
渋
谷
小
５
年
）、

佐
藤
航わ

た
る（
下
福
田
小
５
年
）

中
学
校
の
部
▼
伊
藤
夢ゆ

め
か華（
光
丘
中
１
年
）、

相
澤
萌（
光
丘
中
３
年
）、
石
原
真
由
子

（
南
林
間
中
２
年
）。

第
2
回
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
は
、
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習

を
推
進
す
る
た
め
、「
第
２
回
図
書
館
を
使

っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
７
，
０
９
７
点
が
寄
せ

ら
れ
、
10
点
が
入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。入

賞
者（
敬
称
略
）

市
長
賞
▼
岩
渕
心し

ん
た太（
柳
橋
小
６
年
）

教
育
長
賞
▼
井
上
愛う

い唯（
文
ヶ
岡
小
３
年
）

図
書
館
長
賞
▼
篠
崎
那
菜（
文
ヶ
岡
小
２

年
）

親
子
賞
▼
菅す

が
の野
舞
衣
・
菅
野
美
紀（
緑
野
小

３
年
）

特
別
審
査
員
賞
▼
岡
部
千
咲（
渋
谷
小
１

年
）

優
秀
賞
▼
鈴
木
楓ふ

う

か香（
深
見
小
１
年
）、
片

山
颯そ

う

し志
・
片
山
太た

い

し志（
林
間
小
３
年
）、

岡
部
龍
斗（
渋
谷
小
３
年
）、
篠
原
汲く

み

こ子

（
北
大
和
小
５
年
）、
鬼き

か
い海
那な

ゆ

た

悠
汰（
引
地

台
中
１
年
）。

大和市長

大木 哲
　市民の皆さん、こんにちは。
　今回は、三つのことをお話ししたいと思います。

ひきこもり対策
「こもりびと支援窓口」を開設

　内閣府が公表した推計結果によると、満40歳から64歳までの
かたで、いわゆる「ひきこもり」の状態にあるかたは、全国で61
万3千人に上ります。
　市は、この問題に対応するため、10月1日から「こもりびと支
援窓口」を開設。本窓口は、ひきこもりのかたがたに優しく寄り
添っていきたいとの思いから命名しました。「こもりびと」とい
う、より温かみのある言葉を用いた窓口で、当事者やご家族か
らの相談に応じるとともに、必要に応じて担当課や関係機関へ
の同行、訪問支援などをします。
　日頃の悩みや将来への不安などがありましたら、ご自身で抱
え込まずお気軽にご相談ください。専任の職員「こもりびとコー
ディネーター」が、お一人お一人に寄り添い、適切な支援を実施
してまいります。

やまと防災パークに大型防災備蓄倉庫を設置
　市内最大の雨水地下貯留施設や災害対応型遊具、スタンドパ
イプ消火資機材18台の集中配備など、防災に特化した「やまと防
災パーク」に、北部の拠点となる大型防災備蓄倉庫が完成しまし
た。これにより、中部のシリウスと大和スタジアム、南部のゆ
とりの森仲良しプラザと合わせ、より迅速に各避難所へ物資を
供給する体制が整いました。
　新しい倉庫は、効率よく物資の積み下ろしを行うため、1階の
一部をトラックの荷台と同じ高さに設計。450平方㍍を超える
収容スペースには、2,300人×3日間の非常食、アルミヒートブ
ランケット、携帯トイレのほか、夜間の災害時の活動に欠かせ
ない発電機一体型の投光器なども備蓄しています。
　市はこれからも、「安全で安心して暮らせるまち」の実現に向
けて、災害に備えた取り組みを進めてまいります。

「シルバー・ドライブ・チェック」で
安全運転診断を実施

　年齢とともに、運転中「判断力や反射神経が衰えたかもしれな
い」と感じたことはありませんか。市は、高齢のかたがご自身の
運転を客観的に見ることができるよう、ドライブレコーダーを
活用した安全運転診断を実施しています。
　診断方法はとても簡単で、市が貸し出すドライブレコーダー
を車に取り付け、10日間いつもどおりに運転するだけです。運
転状況を5段階で評価するほか、交通安全教育専門員が、運転者
本人と映像を見ながら、安全運転のポイントなどを丁寧にアド
バイスします。
　お申し込みから診断を受けるまで費用は一切かかりません。
12月も募集していますので、今号13ページの「シルバー・ドラ
イブ・チェック」をごらんいただき、ぜひお申し込みください。

　今回は、この辺で・・・。
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小
・
中
学
生
の
た
く
さ
ん
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た

作
文
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
決
定




